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本 m  英 三 

草創 期の SPF 豚 豚 の 作 出は必要がないと 極言する人まで 現れるに 

1960 年農林省家畜衛生試験場において 波岡 博士 至り，前途の 多難が予想されました。 

等の指導のもと 子宮切断 決 により SPF 豚が作出 各社は原因が 判っていましたのでそんな 言に 惑 

されてから約 30 余年， 曲折はあ ったもののよくこ わされることなく SPF 豚 化の事業を推進したの 

こまで発展したものであ ります。 30 年間は長くも であ ります。 CM 農場の建設もはかばかしくなく 

あ り， また短くもあ った期間でした。 GP 農場も足踏み 状態であ ったため SPF 豚の PS 母 

当初は子宮切断設備，特に 育成設備が家畜 衛試 啄め シェアは全国母豚 数 010% に置きました。 当 

以外になかったのですべてこれを 利用させてもら 時の全母豚数は 110 万頭前後であ りましたので 11 

っ たのであ りますが，育成設備が 少なかったので 万頭という数字は 気の遠くなるようなもので ， 関 

1 ； 同 1, 2 頭より子宮切断ができず 細々と発足 係者は一応目標ということにして 内心は無理だと 

したのであ ります。 SPF 豚 研究会のメンバーは 十 考えていました。 それが現在は 13% ですから夢が 

数社であ りましたがなかなか GGP 農場建設に踏 夢でなくなりました。 もっとも平成 7 年の母豚数は 

みきれず，結局 吠 えさ ( 現在のシムコ ) の 浪江農 97 万頭であ りますから漸く 目標に到達したという 

場 ， 住 畜の鬼怒川農場，干葉県の 3 ヵ所のみとな ことになります。 一歩一歩の前進で 30 年間の結果 

りました。 であ りますから将来飛躍的に 増加するかというと 

これは GGP 農場から PS 豚 、 を出荷するためには 問題があ ります。 

3, 4 年かかり，それに CM 農場は新設が 要求され 

枝肉出荷までに 一年の空白期間があ るため， それ SPF 豚 化の阻害要因 

をどうするかといった 問題があ ったため各社とも SPF 豚 推進を阻む理由は 次の二点であ ります。 

二の足を踏むことになったのであ ります。 まずそのひとつに 環境規制の強化という 問題があ 

ところで SPF 豚を開発された で ンク博士の地 ります。 清浄化ということは 必要であ りますが， 

九 の ネ フラス ヵ 州など近隣の 州はどうかという あ まりに規制が 強化されると 豚舎の立地条件がま 

と，評価は賛否両論に 分かれており 飼育数もそん すます狭められます。 糞尿処理もその 一つであ り 

なに多くあ りませんでした。 これは SPF 豚の推進 ます。 

  母体が獣医師協会であ り登録 料 が高額であ ったた BOD に対する国の 基準は比較的緩やかであ り 

めと，アメリカの 土地が広大であ るため農家が ますが県によっては 20ppm あ るいは loppm] であ 

SPF 化のような面倒な 手段を必要としなかった り， それに周辺の 同意という項目が 加わると CM 

ためであ ります。 日本の関係者はこれを 見て SPF  農場は勿論のこと GP 農場を新たに 建設すること 
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は 事実上不可能に 近くお手上げの 状態であ りま 

す。 新設農場ができなければ SPF 豚も増加しない 

のであ りますから，一般豚の 豚舎をどのようにし 

て SPF 豚舎に転換させるかということになりま 

す 。 一部で実施されていますが 問題が残ります。 

次は GGP 農場， GP 農場の建設に 対する投資の 

問題であ ります。 最近の実例では 数十億円の資金 

が投じられています。 GGPI 頭から PS 豚を出荷 

するまでに 2, 3 年かかり，厳密に 選抜すると PS 

豚は多くても 20 頭前後しか出荷できず 経費がかか 

るわりには酬われません。 こんなところに PS 母豚、 

の飛躍的な増加が 見込めない 隔路 があ ったのであ 

ります。 

生産費低下のための 方策 

それではど う したらよ い のか。 解決方法はただ 

一つ。 国の公的資金の 導入であ ります。 国債残高 

が 240 兆円もあ るのに民間で 組織されている 団体 

に補助金を支出することはできないと 拒否される 

でしょうが，米の 輸入対策費には 6 兆円が支出さ 

れます。 しかし米価は 高値のままで 下がらない。 

一体何のために 支出を決定したのか 効果に疑問符 

がつきます。 また種族登録協会へは 年間数億円の 

補助が出されています。 したがって対策費の 何分 

の一の金額が 出せないはずがないと 考えます。 昔 

は 農林省家畜改良 課が SPF 豚は改良に役立たな 

い等の理由でなかなか 認知してくれず ，学術会議 

で議題に上っても 推進に力を貸してもらえなかっ 

た時代もあ りました。 しかし 30 年経った現在では 

風向きが変わって ，農水省も日本の 養豚は SP 化し 

なければならないと 意識の変化が 見られるように 

なりました。 好機逸すべからず ，全農をも含めた 

関係者は今こそ 補助金獲得の 運動を起こすべきで   

あ ります。 仮に横隊 に 補助があ ると 子 豚の価格が 

安くなり必然的に 枝肉価格に影響し 国際競争力が 

つくので養豚家は 安心して生産に 専念できます。 

今のままでは 憂慮すべき事態を 招来することにな 

りかねません。 

資質改良のための 雄豚 

価格もさることながら 肉質も重要な 問題であ り 

ます。 本誌第 8 巻に総会・根本社長が 発表されて 

いますが， 20 年前は SPF 豚の歩留まりは 35% ロー 

スの芯はあ るかないぐらいバラ 内 二枚取るのがや 

っとという情けないものが 一部出荷されたことも 

あ ったでしょう。 SPF 豚はもともと 閉鎖された 環 

境で 飼育されますのでともかく 近親交配に陥りや 

すく，当時は 厚 脂と ロース断面積の 改善に必死で 

した。 種 豚の増加を急 、 ぐあ まり淘汰しない 不良 豚 

が 出荷されたものと 思われます。 現在は数万頭の 

母豚が飼育されているのでこんな 心配はあ りませ 

んが，資質の 改良のためには 常に心がけなければ 

ならないことであ ります。 

GGP から PS 生産のためにはランドレース と大 

ヨークシャの 交配が一般的であ りますが，近年国 

内の種 豚 生産農家は極端に 減少しています。 特に 

大ヨークシヤ ，デュロックの 優秀な血統保持者が 

なくなっているのが 現状であ ります。 静岡県中小 

家畜試験場において 大 ヨークシャの 系統造成が完 

了したとのことであ りますが喜ばしいことであ り 

ます。 

しかし最近の 枝肉の傾向から 見ると岡目八目で   

あ りますが， 大 ヨークシャの 血液更新が十分では 

ないような疑問を 持ちます。 これはデュロックに 

も同様のことがいえます。 血液の更新のための 種 

豚は現状の SPF 豚種豚 群の能力や成績より 常に 
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高い能力と資質のものが 必要となりますが ，国内 

での調達が果たして 可能であ るか疑わしいのであ 

ります。 

もともと 大 ヨークシャ，デュロックはアメリ ； 

より輸入したものであ りますから輸入に 依存すれ 

ばよいのであ りますが，価格の 面とか疾病の 問題 

とかいろいろと 障害があ ります。 かつてオーエス 

キ ー 病は真偽は別としてハイポ 豚が持ち込んだと 

も言われたこともあ りますのですべて 輸入に直結 

することは危険であ り， それなりの 覚 ，悟が必要で 

あ ります。 

以前は雄はハンプシャ 種が主流であ った時代が 

あ りました。 しかし フケ 肉 筆 の問題もあ り成績が 

今一つだったので ，十数年前たまたま 豚の品種の 

輸入が解禁された 機会にデュロックを 50 頭 程 試験 

的に輸入したのが 今や CM 農場の代表的な 雄豚 に 

なったのであ りますから，今さらランドレース ， 

大 ヨークシヤ，デュロックの 組み合わせを 変える 

ことはできないでしょう。 

背脂肪， ロースの断面積等 SPF 豚も避けて通れ 

な い 問題であ ります。 それだからこそ GP 農場は基 

礎豚 としての雄の 選抜に一層の 留意が必要であ 

り，血液更新に 慎重に対処してほしいものであ り 

ます。 

受精卵移植と 冷凍精液 

SPF 豚は特定病菌を 排除して作出されたもの 

であ るから，一般の CM 豚に比較すると 増体量飼 

料要求率事故率等いずれもすぐれており 競争力が 

あ りますが，それは 国内村上 ヒ であ ってそれだけで 

は外国産の豚肉価格には 通用しません。 そこでコ 

ストダウンの 一つの手段として 登場するのが 受精 

卵移植と冷凍精液であ ります。 受精卵移植につい 

  

ては千葉県畜産センター 養豚試験場の 宮原氏が発 

表されていますが ，受精卵を介しての 疾病伝播の 

有無の確認，受胎率， 術式 およびその取り 扱い等 

の課題に若干問題が 残されているということであ 

ります。 技術的には完了しているのであ りますか 

ら後は受胎率を 高めることに 注 力 すればよ い ので 

一層の研究を 期待します。 

冷凍精液については 十年ほどまえに 東京農大で   

研究されていましたが ，現在では静岡大学で 実験 

を完了実用化に 踏出していますが ，精液について 

は受精卵移植と 同じく疾病伝播の 問題があ りま 

す。 豚と牛 とは同じではあ りませんが牛の 場合は 

冷凍精液が輸入され 使用されています。 豚にも 利 

局 する方法があ るはずであ りますから組織の 固定 

化を望みます。 国内の冷凍精液はすでに 利用され 

ていますが，種の 保存といった 消極的な目的でな 

しにもっと積極的に 活用すべきではないでしょう 

か。 先進技術の利用にはとかく 踊曙 するものであ 

りますが GP 農場には特に 採用してほしいもので   

す。 

SP Ⅰ豚肉の PR 

最近， 日本食肉消費総合センターがテレビで 豚 

肉のコマーシャルを 流しておられますが 今一つ迫 

力に欠けているよ う に思われます。 メディアの影 

響は想像以上に 大きなものであ りますから 0 Ⅱ 57 

に揺れている 昨今， SPF 豚の肉が高品質で 安心し 

て食べられることを 宣伝してはどうでしょうか。 

いささか便乗しすぎかもしれませんが 消費者は 

SPF 豚のことをあ まりにも知らなさすぎました。 

以前， SPF 豚には検定制度が 確立していないので   

SPF 豚 とは認められないと 発言された人がいま 

したが，幸い 現在では GGP 農場は勿論のこと CM 
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農場まで認定され ，その数も徐々に 増加しており 精肉小売店まかせでなく 自らの手で啓蒙すべき 時 

ます。 期 にあ ると思います。 根本社長のように 努力され 

胸を張って SPF 豚肉の良さを 宣伝すべきであ る人が数百人，数千人と 増えればその 時こそ日本 

ります。 30 年来生産の向上一辺倒で 走り続けてき 全国に SPF 豚の評価が高まるでしょ つ . 

た SPF 豚 関係者も，ここらで   消費者に対する PR を 

ブワ ・ ア ・ ラ ・カルト 

マンガリッツ ア Ma ㎜ ggalItsa 

ハンガリー原産の 脂肪の付きやすい 豚 。 品種名はロム ニ 語で「 食 
べる」という 意味の「 mancare 」に由来している。 冬季に縮れた 厚 
    冬毛が全身を 覆う。 耐寒性の強 い 品種。 晩熟で一腹 産子数が 6 一 7 
頭 と少なく，東欧諸国に 分布するが飼育数は 激減している 

( 写真・解説 : 正田陽一 ) 
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